










































































































中等学校 小学校 中等学校 小学校
学校数 教員数 学生数 学校数 教員数 学生数 学校数 教員数 学生数 学校数 教員数 学生数
市立 4 137 1233 112 953 35819 2 64 464 50 442 13432
私立 4 110 1280 13 102 2555 4 68 987 4 28 440
膠済鉄路 1 47 574 2 32 224 0 0 0 0 0 0
























学校名称 教科書名称 学校名称 教科書名称
市立中学 速成日語読本 文徳女中 青島興亜学院日語読本













































は 40代の，黄台路には 30代の日本人教員がいる。一方で市立中学，女中には 30代以上の日本人教
員が集中している。なお青島では国立山東大学 17）が「日支事変」後に西安に移転したため閉鎖され
た 18）。そのため高等教育機関に人材を配置していない。日本人教員 12名中 7名が「青島治安維持會







学校名称 姓名 年齢 性別 籍貫 畢業学校 資格
市立中学
豊田壽雄 47 男 日本静岡 東京帝国大学畢業 青島治安維持會教育指導官
古川原 30 男 日本東京 東京帝国大学畢業 青島治安維持會教育指導官
前原鶴三郎 35 男 日本群馬 早稲田大学高等師範部卒業 青島治安維持會教育指導官
志賀敏夫 27 男 日本東京 日本大学法文学卒業 青島治安維持會教育指導官
市立女中
山本英 44 女 日本山口 東京女子高等師範学校畢業 青島治安維持會教育指導官
木村兵三 46 男 日本秋田 広島高等師範学校畢業 青島治安維持會教育指導官
徳廣彬 33 男 山東昌邑 東文書院畢業 大康沙廠小学教員
江蘇路
陳振黨 22 男 青島 市立中学特別師範科畢業 四方韓哥荘等小学教員
杜鴻恩 26 男 山東濰県 済南第五実験小学教員
北京路
崔毓卿 20 女 山東芝罘 煙台崇徳女中畢業 広東同郷會小学教員
張鐘中 20 男 山東楽陵 市立中学特別師範科畢業
堂慶善 22 男 山東蓬莱 市立中学特別師範科畢業
未紹文 30 男 山東掖県 市立中学特別師範科畢業 龍口鯱前小学教員
台西鎮
于馨孝 22 男 安東 安東省立林科高中畢業 安東特郷日語学校教員
龍馨徳 25 男 山東平度 市立中学特別師範科畢業 平度県立西王府荘小学教員
徐金三 22 男 山東昌邑 市立中学特別師範科畢業 昌邑安寨埠小学教員
台東鎮
金山克蔵 42 男 日本島根 島根師範学校畢業 青島治安維持會教育指導官
劉可峻 29 男 青島 青島学院商業学校畢業 大水清溝小学教員
高織允 22 男 山東即墨 市立中学特別師範科畢業
邱奎香 27 男 山東濰県 市立中学特別師範科畢業 韓哥荘小学教員
黄台路
王修義 29 男 青島 市立中学特別師範科畢業 石老人小学教員
王雲？ 29 男 山東濰県 李村師範速成科畢業 黄島小学教員
野島正 32 男 日本鹿児島 鹿児島県立師範学校畢業 青島治安維持會教育指導官
郭憲敏 22 男 山東愛津 市立中学特別師範科畢業
聖功女中
楽純乗？ 32 男 日本福岡 日本帝国大学畢業 北京養正中学教員
于瀛魏 20 女 大連市 大連千楽書院畢業
文徳女中 藤井確也 26 男 日本岡山 明治大学芸術科肆業 兼任日語学校講師
崇徳中学 藤井確也 26 男 日本岡山 明治大学芸術科肆業 兼任日語学校講師
東文学院
李仲剛 49 男 北京 東京日本大学法科修業
青島学院日語講師日本中学
日語教師





袁珠玉 29 男 山東即墨 東文書院日語研究科畢業 四方大康沙廠小学教員
尚子正 27 男 山東平度 東文書院日語研究科畢業 大青島報社通訳員
于悦先 23 男 山東即墨 青島学院卒業 北京新民会首都指導部通訳
毱中正？ 25 男 日本兵庫 青島日本中学校畢業 陸軍少尉
上原ヨシヱ 36 女 日本京都 日本東京府女子師範卒業
高橋伊織 30 男 日本群馬 群馬県実業学校畢業
聖功小学 于瀛魏 20 女 大連市 大連千楽書院畢業
三江小学 無日語教員
尚徳小学 項済縹 20 男 浙江杭州 実業学校日語専修科畢業
培基小学 金貴珍 21 女 浙江紹興 済南東魯工商学院修業


















月日は不明だが，「日支事変」後に李仲剛という人物が設立した 21）。1938年 11月現在で昼間部 145
名，夜間部 114名（日語科），研究科 11名（うち日本人学生 9名），教員は教師 4名講師 9名であっ
た 22）。同校には年額 3600元の補助金があったが，その出所は不明である 23）。




















に華中に 33名，11月に 25名を派遣することから始まっている 30）。また興亜院文化部での「支那派
遣教員錬成」は 1940年 9月から 44年にかけて 11回行われた 31）。その際興亜院は 1940年 9月に現








齢 籍貫 薪数 学歴 経歴
督学室
主任 宇野裕四郎 53 日本長崎 240元 長崎師範畢業 青島治安維持會顧問

































教育指導員 溝口千守 男 47 日本 160元 長崎師範畢業 青島治安維持會教育指導官












































表 4–1の中国人教員データを円グラフにまとめたのが図 4–2および図 4–3である。日本語を担当し
表 4-3　1942年の青島における興亜院派遣教員








































































 1） 北京では 1937年 8月 1日に北京地方維持会が成立し，臨時政府樹立に伴い同年 12月 17日に解散して北京
市公署が引き継いだ（「北京地方維持会解散並ニ同会議事録送付ノ件」陸軍省大日記『昭和一三．三．一五～
四．一六　支受大日記（普）其 3　2／ 2　陸軍省』JACAR:ref.C07090731300）。
 2） 興亜院は 1938年 12月 16日の官制公布によって発足する。本庄比佐子・内山雅生・久保亨編『興亜院と戦時
中国調査』岩波書店，2002年，pp.8–11。
 3） 徐友春主編『民国人物大辞典』（河北人民出版社，1991年）p.1307。
 4） 「青島市長に於て渡日證明書発給の件」『陸軍省大日記／大日記甲輯昭和 14年』JACAR:ref.C01001773900。
 5） なお小中学校に限定するため，同表からは「盲童工芸学校」1校と女子補習学校 2校を除いている。
 6） 在青島総領事 大鷹正次郎発外務大臣有田八郎宛報告「青島ニ於ケル支那側教育概況関係」『各国ニ於ケル教
育制度及状況関係雑件／中国ノ部 第二巻』（JACAR:B04011453600）。

















19） 1938年 11月 11日付在青島総領事大鷹正次郎発外務大臣有田八郎宛「青島ニ於ケル支那側教育概況報告ノ件」
外務省記録『各国ニ於ケル教育制度及状況関係雑件／中国ノ部』（第 2巻 JACAR:ref.B04011453600）














支補助団体実施検査復命書 第二巻』所収）。なお岡田瓢は 1922年 6月 5日に青島中学校嘱託として採用され
た（『青島守備軍公報』1288号，1922年 6月 20日発行）。青島日本高等女学校卒業生の伊藤千枝子によると，
岡田は目が見えないにもかかわらず，自作の教科書を全て覚えていて，ページ数まではっきり指示していた
という（2012年 5月 21日，青島にて聞き取り）。
25） 『在外日本人学校教育関係雑件／退職賜金，恩給関係 第十一巻』JACAR:ref.B04011564500。
26） 『在外日本人学校教育関係雑件／退職賜金，恩給関係 第十二巻』JACAR:ref.B04011567800。なお退職理由は
「自己便宜」である。
27） 『東京帝国大学一覧』昭和五年度。なお，同期に平塚益徳，宗像誠也の名がある。
28） 学士会『会員氏名録』各年度より。
29） 長崎総合科学大学長崎平和文化研究所『平和文化研究』第 15集，1992年。同書に拠ると宗像とは東京高師
附属中学校以来の同級生だという。なお同文献は京都大学大学院教育学研究科博士課程の須永哲思氏の教示
による。記して感謝の意を示す。
30） 長谷川恒雄「興亜院の日本語教育施策─派遣要員の事前研修をめぐって─」『日本語と日本語教育』第 32号，
慶應義塾大学日本語・日本文化教育センター，2008年 3月）p.3。
31） 小野美里「日中戦争期華北占領地における日本人教員派遣─顧問制度との関連に注目して」『人文学報』（首
都大学東京都市教養学部人文・社会系，430号，2010年，p.54。
32） 駒込前掲書，p.327
33） 大志万準治『終戦前の日本語教育─外国及び外地における日本語教育─〈稿本〉』1971年，p.321＝長谷川：
p.14。
